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上場維持基準（純資産基準）の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 
  

当社は、2021年11月29日付「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」でお知らせ以来、東京証券取引所スタ

ンダード市場の上場維持基準のうち「流通株式時価総額」基準が抵触する状況が続いております。また、2024年５月15日付

「2024年3月期決算短信[日本基準](連結)」でお知らせした通り、2024年３月期において債務超過となり「純資産」基準に

も抵触いたしました。そのため 2024 年６月 26 日付「上場維持基準への適合に向けた計画に基づく進捗状況及び純資産の額

に係る基準への抵触(改善期間入り)について」を開示しております。 

つきましては、2025年３月期第１四半期における両基準抵触の解消に向けた計画の進捗状況を、お知らせいたします。 
  

記 

１．2025年３月期第１四半期の決算の状況について 

本日開示いたしました「2025年３月期 第１四半期決算短信[日本基準](連結)」に記載の通り、当社の2025年３月期第１

四半期の連結業績は、売上高 612,653 千円（前年同四半期比 22.4％増）、営業利益 16,008 千円（前年同四半期は営業損失

27,509 千円）、経常利益 8,942 千円（前年同四半期は経常損失 29,977 千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失 4,468 千

円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失 28,059 千円）となりました。財政状態は、総資産 1,012,580 千円

（前連結会計年度末は880,473 千円）、負債897,060 千円（前連結会計年度末は953,679 千円）、純資産115,520 千円（前連

結会計年度末は△73,206千円）、自己資本比率11.1％（前連結会計年度末は△8.7％）となりました。 
  

２．債務超過の解消に向けた基本方針について 

2024 年５月 30 日付「第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ及び主要株主の異動に関するお知らせ」に記載の

通り、同日に第三者割当増資の実施を決議し、2024 年６月 28 日に払込が行われて 200 百万円を調達したことから、債務超

過は解消されております。当社グループとしては2025年３月末まで資産超過を維持できるよう努めてまいります。 
  

３．上場維持基準の適合に向けた取組の進捗状況について（2024年４月～2024年６月） 

(1) 資本政策や事業戦略による利益が計上できる体制への転換 

 ① 第三者割当増資の実施 

     前述の通り、第三者割当増資が完了したことから、債務超過は解消されております。 

  ② 事業体制の大幅な刷新と、シナジー等の検討及び黒字化の達成 

2024 年３月に子会社化した株式会社メディアートは、2025 年３月期第１四半期の化粧品事業の業績に貢献してお

ります。第三者割当増資により調達した資金を活用し、引き続き事業への貢献度の高いM&Aを検討してまいります。 

  ③ 不採算部門の事業採算改善 

2025年３月期第１四半期決算においては連結業績においても営業損益及び経常損益はともに黒字化しております。

改善活動を継続することに加え、赤字となっているその他事業についても構造改革によって改善してまいります。こ

れら黒字の継続と、更なる増益で利益を計上することにより、自己資本の改善にも繋げることを目指してまいりま

す。 

④ 中期事業戦略、中期経営計画の策定や公表の検討 

現時点では中期事業戦略・中期経営計画の策定・公表は行えておりませんが、早期の実施を目指してまいります。 

(2) 流通株式時価総額基準が適合していないことについて 

流通株式時価総額基準の適合に向けた取り組みの詳細については、2021年11月29日付「新市場区分の上場維持基準

の適合に向けた計画書」及び2024年6月26日付「上場維持基準への適合に向けた計画に基づく進捗状況及び純資産の

額に係る基準への抵触（改善期間入り）について」をご参照ください。 

当社の株価は、流通株式時価総額の算定に使用する基準日以前３か月間の日々の最終価格の平均株価（2024年３月末  

150.48 円）に比して大幅に浮揚しており、2024 年３月末の株主構成に当てはめると流通株式時価総額基準に適合する

状況に至っております。市場全体の浮揚に伴う面もあると考えられますが、当社として引き続き前述の様な事業改善活

動に当たって投資家の皆様に評価頂けることで、基準に適合する株価水準を維持できるよう努めてまいります。 

以 上 


